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この文書を読む時間の目安は 8 分です 

この文書の内容 

以下の手順では、LinkedIn ラーニングと SuccessFactors の詳細統合プロセスについて説明し

ます。 

 

1. SAML SSO を設定します (サードパーティの IdP または  

SuccessFactors BizX SAML IdP を使用)。 

 

 

2. API および OCN の設定を行います (SuccessFactors および 

LinkedIn ラーニングでのシステムユーザーのプロビジョ  

ニングおよび API アクセスの許可)。 

 

3. 以上で操作は完了です。受講者は、SuccessFactors OCN 

インスタンスを使用して LinkedIn ラーニングのコンテンツと 

レポートにアクセスできるようになりました。  



SuccessFactors 詳細統合の機能性 

認証: SAML SSO ID プロバイダー 

レポート: OCN 

コンテンツ検索: 自動カタログ同期 (すべての言語) 

必須条件: 

LinkedIn ラーニングおよび SuccessFactors の詳細統合設定には、次のような要件がありま

す。 

• BizX 製品のアクティブな SuccessFactors LMS インスタンス 

• アクティブな LinkedIn ラーニングアカウント 

• LinkedIn ラーニングの管理者権限 

• SuccessFactors LMS インスタンスの管理者権限 

統合の概要 

SuccessFactors の統合のメリットと機能については、こちらをクリックしてください。 

SSO (シングルサインオン) 

LinkedIn ラーニングと SuccessFactors は、初期設定時に、SAML シングルサインオン (SSO) 

の安全な接続を確立して、コンテンツへのシームレスで安全なアクセスを実現するように設定

できます。SSO 認証により、手動のユーザー登録が不要になるため、ユーザーと管理者の負担

が軽減されます。SSO を使用すると、受講者はコンテンツの視聴に多くの時間を費やすことが

でき、ユーザー名とパスワードを記憶する手間を省くことができます。  

自動コンテンツカタログ同期 

https://www.linkedin.com/help/linkedin/answer/108712


LinkedIn ラーニングライブラリには数千ものコースがあります。毎週 25-30 のコースが追加

され、追加料金はかかりません。これまで、コンテンツ検索プラットフォームの管理者は、定

期的に新しいコンテンツを手動でアップロードしていました。しかし、SuccessFactors との

詳細統合では、LinkedIn ラーニング API を使用して、毎日コンテンツライブラリを動的に更

新します。この方法により、新しい LinkedIn ラーニングコンテンツがリリースされると、24

時間以内に利用できるようになります。 

LinkedIn ラーニングは SuccessFactors OCN API に接続するため、LMS 管理者は新しいコン

テンツパッケージを手動で定期的にアップロードする必要はありません。最初のセットアップ

後、LinkedIn ラーニングは、OCN API を使用してコンテンツライブラリを自動的に更新しま

す。これにより、新しい LinkedIn ラーニングコンテンツがリリースされると、24 時間以内に

利用できるようになります。全コンテンツのタイトルと説明が収集され、インデックスが作成

されるため、キーワード検索に対応しており、効率的にコンテンツを見つけられます。

SuccessFactors は、すべての言語のコンテンツライブラリの自動同期をサポートしていま

す。   

設定 

SAML SSO の有効化 

LinkedIn ラーニングと SuccessFactors の SAML シングルサインオン (SSO) 接続を確立し

て、コンテンツへのシームレスで安全なアクセスを実現するように設定できます。2 つの設定

オプションがあります。 

• 組織の ID 管理ソリューションへの接続 (推奨)  – Azure AD、Okta、ADFS な

ど、一元管理された ID 管理ソリューションが組織にある場合は、

SuccessFactors および LinkedIn ラーニングに対してユーザーを認証するよう

に、これらの管理ソリューションを設定できます。SuccessFactors 固有のユー

ザー識別子 (BizX ユーザーID とも呼ばれる) を LinkedIn ラーニングおよび

SuccessFactors に送信するように、IdP を設定する必要があります。2 つのシ

ステム間でユーザーID が同一でない場合、受講者アクティビティの追跡は機能



しません。SuccessFactors BizX ユーザーID の識別の詳細については、付録の

「BizX ユーザーID の識別」セクションを参照してください。このオプションの

詳細については、専任の LinkedIn ラーニングテクニカルコンサルタントにお問

い合わせください。 

•  

• SuccessFactors BizX SAML IdP への直接接続  – LinkedIn ラーニングと

SuccessFactors を、SAML シングルサインオン (SSO) 接続を確立するように

設定できます。付録の「SuccessFactors での SAML SSO の設定」セクション

を参照してください。 

SuccessFactors API の設定 

LinkedIn ラーニングが新しいコンテンツを提供し、受講者が SuccessFactors LMS に進むに

は、システムユーザーをプロビジョニングし、API アクセス権を付与する必要があります。こ

のセクションでは、2 つのシステム間の通信を許可するために必要な手順を確認します。 

先に進む前に、LinkedIn ラーニングアカウントに対して SSO が設定され、有効になってい

ることを確認してください。SSO の設定を完了する前にコンテンツの同期を有効にすると、コ

ースを開始できなくなります。 

OCN 管理者ロールの作成 

SuccessFactors で OCN 管理プロフィールを作成するには、次の手順を実行します。 

1. SuccessFactors の [Learning Administration] 環境にログインし、 [System 

Administration] > [Security] > [Role Management] の順に選択します。 

2.  [Add New] を選択します。 



 

3.  [Role ID]  フィールドに「OCN_ADMIN」と入力します。 

4.  [Add] をクリックします。 

 

5.  [Permissions] を選択し、 [Add Permissions to the Role] の下のリンクをクリッ

クします。 



 

6.  [Add Permissions to Roles] で、 [Learning Activities]、 [Search]、 [People 

Management] にチェックを入れて有効にします。 



 

7.  [Permission Restrictions]  で、アクティビティごとに [Status Restriction] を有

効に設定します。 

• Add Item 

• Add Item Libraries 

• Edit Item 

• Edit item Libraries 

• Edit Item Finance 

• Edit Item Cost/Price 

• Edit Item Custom Fields 

• Edit Item State 

• Open Content Network Import 



• View Item 

• View Item Libraries 

• View Item Finance 

• View Item Cost/Price 

• View Item Custom Fields 

• Search User 

• Add History Record 

8.  [Apply Changes] をクリックします。 



 

 



システム管理者ユーザーの作成 

SuccessFactors でシステム管理者ユーザーを作成するには、次の手順を実行します。 

1. SuccessFactors の [Learning Administration] 環境にログインし、 [System 

Administration] > [Security] > [Administrators] に移動します。 

2. 画面の右上隅で、[Add New] をクリックします。 

3.  [Admin ID]  フィールドに「LILADMIN」と入力します。 

4. パスワードのフィールドに新しいパスワードを入力します。 

5.  [Add] をクリックします。 

 

6.  [Assigned Roles] タブを選択します。この統合が最初の SuccessFactors インス

タンスである場合は、 [Edit] をクリックします。 



7.  [Role ID] フィールドで、「OCN_ADMIN」と入力し、 [Add] をクリックしま

す。 

 

8.  [Summary] タブを選択します。 

9. ページの一番下までスクロールして、 [Generate a new Client Secret] を選択し

ます。 後で参照できるように、クライアント秘密キーをクリップボードまたはデス

クトップに保存します。 

 

注: ハッシュされたシークレット値はコピーしないでください。クライアント秘密キーには、

ドル記号や特殊文字を含めることはできません。 



SuccessFactors クライアント ID の取得 

SuccessFactors クライアント ID を取得するには、以下の手順を実行します。 

1. テナントの SAP SuccessFactors 管理環境にログインし、[System 

Administration] > [Configuration] を選択します。 

2.  [OAuth Token Server] を選択します。 

3.  [Client ID] の値を保存して、LinkedIn ラーニングの設定にコピーします (この値

は、以下の「LinkedIn ラーニング OCN 設定」セクションで使用します)。 

 

OCN プロパティファイル 

OCN プロパティファイルを設定するには、次の手順を実行します。 

1. SuccessFactors の [Learning Administration] ナビゲーションメニューで、

[System Administration] > [Configuration] > [System Configuration] の順に

選択します。 



2. 設定ファイルで  [Open Content Network]  オプションを見つけて、[Edit] (ペン) 

アイコンを選択します。 

 

3. 設定ファイルの下部までスクロールします。 

4. 以下の値をコピーして、設定ファイルに貼り付けます。 

providers[LINKEDINLEARNING].enabled=true providers[LINKEDINLEARNING].name=LinkedIn 

Learning providers[LINKEDINLEARNING].label=label.u.ProviderLinkedInLearning providers[LIN

KEDINLEARNING].baseLaunchUrl=<https://www.linkedin.com/learning> providers[LINKEDINL

EARNING].pricingModel= 

5. LinkedIn ラーニングが最初の OCN 統合である場合は、3 つの追加パラメーターを

入力します。使用可能な値を見つけるには、以下のクリックパスに従ってくださ

い。 

• defaultValues.itemType[default]: [References] > [Learning] > [Item Types] 

> [Do a blank search] を選択し、次に目的のアイテムタイプを選択したら、

OCN プロパティファイル内の値パラメーターに追加します。 



• defaultValues.itemCompletionStatus[default]: [References] > [Learning] > 

[Item Completions] > [Do a blank search] を選択し、次に目的のアイテム完

了を選択したら、OCN プロパティファイル内の値パラメーターに追加します。 

• defaultValues.domainID[default]: [System Admin] > [Security] > 

[Domains] > [Do a blank search] を選択し、次にアイテムを作成するデフォ

ルトドメインを選択したら、OCN プロパティファイル内の値パラメーターに追

加します。 

これらの値は SuccessFactors の導入環境により異なります。LinkedIn では、どの値を使用す

べきかについてのガイダンスは準備しておりません。ご意見・ご質問については、

SuccessFactors のサポートにお問い合わせください。 

参考までに、次のサンプル設定を参照してください。 

#Domain group defaultValues.domainID[default]=LIL 

#This configuration sets the item type. defaultValues.itemType[default]=Course 

#This configuration sets the item completion 

status. defaultValues.itemCompletionStatus[default]=CRSE-C 

6.  [Apply Changes] をクリックします。 

OCN コンテンツ同期自動プロセス 

OCN コンテンツ同期プロセスを自動化するには、次の手順を実行します。 

1. SuccessFactors の [Learning Administration] ナビゲーションメニュー

で、 [System Administration] > [Automatic Processes] の順に選択します。 

2.  [Open Content Network Content Synchronization] を選択します。 

3.  [Schedule This Process] チェックボックスを選択します。 

4.  [Daily] ラジオボタンを選択します。 

5.  [Time of Day] フィールドで、ピーク使用時間外の時刻を指定します。 



6.  [Apply Changes] をクリックします。 

 

LinkedIn ラーニングラベルの作成 

LinkedIn ラーニングラベルを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. SuccessFactors の [Learning Administration] ナビゲーションメニューで、

[References] > [Manage Labels] > [Labels] の順に選択します。 

2.  [Add New] を選択します。 

3.  [Label Type] に「LABEL」と入力し、[Next] をクリックします。 



 

4.  [Label ID] に「ProviderLinkedInLearning」と入力します。 

5.  [Description] に「LinkedIn Learning Label」と入力します。 

6.  [Use By]  ドロップダウンで、「Both」を選択します。 

7.  [Assign to All Locales] を選択します。 

8.  [Add] をクリックします。 

 

9.  [Locales] タブを選択します。 

10. LinkedIn ラーニングラベルにロケールを追加するには、 [Active Locale ID] フィ

ールドにロケール (「Japanese」など) を入力し、 [Label Value]  フィールドに

「LinkedIn Learning」と入力して、 [Add] をクリックします。 

11. Active Locale ID ごとに、「LinkedIn Learning」と入力します ([Label Value] フ

ィールドが入力されていない場合)。 



12.  [Apply Changes] をクリックします。 

 

13. ラベルを確認するには、[Learning Administration] メニューで [Content] > 

[Open Content Network] にアクセスし、コンテンツプロバイダーのリストに

「LinkedIn Learning (LINKEDINLEARNING)」が含まれていることを確認しま

す 。「 null (LINKEDINLEARNING) 」が表示された場合は、このセクションで作成

したラベル ID が、OCN プロパティファイルの providers[LINKEDINLEARNING] の

ラベル値と一致していることを確認してください。 

LinkedIn ラーニング OCN 設定の構成 



LinkedIn ラーニング OCN 設定を構成するには、次の手順を実行します。 

1. ログインした後、 [管理者]  画面が表示されていない場合は、[管理者ページ] > 

[プロフィール] > [統合] の順に選択します。 

 

2. サイドメニューで  [レポート統合を設定] を選択します。 

3.  [SuccessFactors を設定 (OCN)] セクションを展開します。 

4.  [統合を追加] をクリックします。 [SuccessFactors (OCN) 統合の追加] 画面が表

示されます。 

 

5. ユーザータイプドロップダウンには、次の 3 つのオプションがあります。 



• ID  – アカウントの SAML SSO IdP 設定済み固有ユーザーID (UUID) 値。

SAML IdP として SuccessFactors を使用している場合は、この値を選択する必

要があります。サードパーティの SSO IdP を使用している場合は、

SuccessFactors および LinkedIn ラーニングに同じ SSO UUID 値を送信するよ

うに IdP が設定されていることを確認した後で、初めてこのオプションを選択

するようにしてください。LinkedIn ラーニングテクニカルコンサルタントによ

る明示的な代替オプションの推奨がない限り、この値を選択してください。 

• ユーザー名 - 外部システムとの通信にのみ使用される SAML SSO カスタム属

性。サードパーティの SAML IdP を使用しており、さらに SAML SSO ペイロー

ドで SuccessFactors UUID 値を「username」として送信するように IdP を設

定している場合、この値を選択する必要があります。 

• メール - ユーザーの仕事用メールアドレスです。LinkedIn ラーニングと

SuccessFactors の両方で UUID としてメールアドレスを使用している場合は、

この値を選択する必要があります。 

6. [OCN サーバー] フィールドに、SuccessFactors のホスト名を入力します。

例:  examplecompany.successfactors.com。 

7.  [OAuth クライアント ID] および [OAuth 秘密キー] フィールドに、[システム管理

者ユーザーの作成] および [SccessFactors クライアント ID の取得] セクションか

らコピーした値を入力します。  

8. 注:  SuccessFactor のクライアント秘密キー値は、LinkedIn ラーニング設定イン

ターフェイスの [OAuth 秘密キー] フィールドにコピーする必要があります。値は

英数字にする必要があり、ドル記号や特殊記号を含めることはできません。 

9.  [管理者 ID] フィールドに「LILADMIN」と入力します。 

注意: 最初のコンテンツのインポートは、完了までに数時間かかります。最初のインポートが

完了すると、以降のコンテンツのインポートは最初の時間と比較してほんのわずかな時間で毎

日実行されます。インポートプロセスが完了したら、コンテンツをライブラリ、カテゴリ、ま

たはコース期間に関連付けるための別のプロセスを実行することを強くお勧めします。毎月の



オーディットで、新しいタイトルを LMS にインポートしたり、LinkedIn ラーニングコースの

終了時に該当のタイトルをライブラリから削除したりすることができます。 

10. コンテンツのインポートを開始するには、[Enable and Sync Content] をクリック

します。 

 

 

付録 

コース修了のトラブルシューティング 

修了の通知を SuccessFactors に送信するには、次の条件を満たしている必要があります。 

• 受講者の SuccessFactors BizX ID は、LinkedIn ラーニングユーザータイプ値

と一致する必要があります  。 

• 修了したコースを SuccessFactors カタログにインポートする必要があります。 



• 受講者は、コースを完全に修了している必要があります。LinkedIn ラーニング

での受講者のコースの修了を確認するには、[ホーム] > [プロフィール] > [視

聴中のコース] > [学習履歴] を選択し、完了日を確認します。 

 

上記の 3 つの条件が満たされている場合、さらに詳しく調査するため、専任のテクニカルコン

サルタントに以下の情報を提供してください。 

• ユーザーの SuccessFactors BizX ユーザーID。BizX ユーザーID の識別の詳細

については、以下の [BizX ユーザーID の識別] セクションを参照してくださ

い。 

• ユーザーの LinkedIn ラーニング従業員 ID (SSO ID)。 

• 修了コース名および受講者が修了した日付。 



BizX ユーザーID の識別 

組織の ID 管理ソリューションを LinkedIn ラーニングに接続する場合、SuccessFactors の固

有のユーザーID (別名: BizX ID) を LinkedIn ラーニングに送信するようにその環境を設定す

る必要があります。この設定により、LinkedIn ラーニングは、SuccessFactors にコースの修

了を通知できるようになります。このセクションでは、BizX ID の識別方法について説明しま

す。 

BizX ID を確認するには、以下の手順を実行します。 

11. SuccessFactors の [Learning Administration] ナビゲーションメニューで、

[People] > [Users] を選択します。 

12. [Search] をクリックし、次に  [Download Search Results] をクリックします。

ファイルがお使いのコンピューターにダウンロードされます。 

13. CSV ファイルを開きます。 

14. 「User ID」列に BizX ID が表示されます。この値はサードパーティの SAML IdP

経由で LinkedIn ラーニングに送信します。SAML 属性ステートメントに正しい値

がリリースされるようにするには、この値の例を SAMLIdP の管理者に共有してく

ださい。 



 

SuccessFactors のロケールの管理 

SuccessFactors LMS の場合、コースのタイトルと説明は、情報入力時のロケールのみで表示

されます。LinkedIn ラーニングの契約プランに複数の言語やロケールへのアクセスが含まれて

いる場合、検索結果にタイトルや説明のない LinkedIn ラーニングコンテンツが表示されるこ

とがあります。このエラーは、検索しているロケールが LinkedIn ラーニングコンテンツのロ

ケールと一致しないことを示しています。 LinkedIn は、SuccessFactors が LMS 内でコンテ

ンツメタデータを表示する方法を制御することはできません。タイトルと説明のロケールデフ

ォルトを確認する場合は、SuccessFactors のサポートチームにサポートケースを送信しま

す。 



 

SuccessFactors での SAML SSO の設定 

このセクションでは、SuccessFactors (BizX) IdP で SAML SSO を直接設定する方法について

説明します。SuccessFactors は、基本プロフィール情報 (受講者の氏名など) を提供しませ

ん。したがって、LinkedIn ラーニングでは、レポートの作成が困難になる可能性があります。

このオプションは、組織でサードパーティの SSO プロバイダーを使用していない場合、または

LinkedIn ラーニングテクニカルコンサルタントが推奨した場合にのみ使用してください。 

注:  SuccessFactors を SSO ID プロバイダーとして使用するのは、他に利用可能なオプショ

ンがない場合のみとしてください。 

ID プロバイダーメタデータの生成 

SuccessFactors で IdP メタデータを生成するには、次の手順を実行します。 

1. SuccessFactors の [Learning Administration] ナビゲーションメニューで、

[System Administration] > [Configuration] > [System Configuration] の順に

選択します  。 

2. 設定ファイルで [BizX] オプションを見つけて、 [View]  (虫めがね) アイコンを選

択します。 



 

3. プロパティファイル内で、 [SAML Single Sign On] セクションまで下にスクロー

ルします。 

4.  metadataProviders.IDP1.value エントリを見つけます。値は、以下のサンプル URL

のようになっています。 

https://performancemanager[numericvariable].successfactors.[variable-depending-on-global-

region]/idp/samlmetadata?company=[company_id] 

 



5. 上記の URL にアクセスして、アイデンティティプロバイダーXML ファイルをダウ

ンロードします。 

 

SSO サービスプロバイダーの設定 

LinkedIn ラーニングで SSO プロバイダーを設定するには、次の手順を実行します。 

1. ログインした後、 [管理者] 画面が表示されていない場合は、[管理者ページ] > [プ

ロフィール] > [認証] の順に選択します。 

 

2.  [シングルサインオンの設定] セクションで、 [新規 SSO を追加] をクリックしま

す。 



 

3. SSO 方式を選択します (この場合は「SAML」)。 

 

4.  [SAML SSO でユーザーを認証] 画面で、 [ID プロバイダー設定]タブを選択

し、 [フィールドから情報を読み込んでコピー] をクリックします。 

5.  [ファイルをダウンロード] をクリックします。 



 

6. SuccessFactors チームのサポートを受けるには、サポートチケットを作成し、

LinkedIn ラーニングインターフェイスの SSO 設定値をコピーして、以下のテンプ

レートに貼り付けます。 

 

SuccessFactors サポート 

私の組織では、Open Content Network 経由で LinkedIn ラーニングと統合しようとしていま

す。シングルサインオンのセットアップを完了するには、バックエンドプロビジョニング設定

で、新たに許可された SP Assertion Consumer Service を設定する必要があります。

Assertion Consumer Service の設定のために、以下に LinkedIn ラーニングの関連情報を示

します。 

Assertion Consumer Service (ACS) URL: <insert-your-linkedin-learning-acs-url> 証

明書: <insert-your-linkedin-learning-x509-certificate> 



7. SuccessFactors サポートが新しい Assertion Consumer Service を設定したら、

[SAML SSO でユーザーを認証] 画面に戻り、[次へ] をクリックします。 

8. [XML ファイルをアップロード] ラジオボタンを選択し、 [XML ファイルをアップロ

ード]  をクリックして、ダウンロードしたメタデータファイルに移動し、それを選

択して  [開く] をクリックします。 

 

9. SuccessFactors で、[Save SSO configuration] > [Activate SSO configuration] 

> [I’m ready] を選択します。 

10. LinkedIn ラーニングの [SSO の設定] タブの  [SAML リクエストバインディング] 

で、「HTTP-Post*」を選択します。 

11.  [アサーションコンシューマーサービスの URL を含める] で、[はい] を選択

し、 [保存] をクリックします。 



 

12.  [シングルサインオンの設定]  画面で、接続を「有効」に設定します。 

13. 画面の右下隅にある「その他のオプション」アイコン (...) をクリックし、[編集] 

を選択します。 

 

14.  [ライセンスの自動割り当て]  を「オン」にして、 [保存] をクリックします。 



 

SSO 設定の確認 

SSO 設定が正常に行われたことを確認するには、次の手順に従います。 

1.  [管理者]  画面が表示されていない場合は、[管理者ページ] > [プロフィール] > 

[認証] の順に選択します。 

2. ブラウザーのアドレスバーに、アカウント ID の値をコピーします。以下の例で

は、アカウント ID は「123456」です。 

https://www.linkedin.com/enterprise/accountcenter/settings?account=123456 

3. テスト用の SSO URL を作成するには、最後の手順でアカウント ID の値を下の

URL に貼り付けます。 

https://www.linkedin.com/checkpoint/enterprise/login/[account-ID]?application=learning 



4. SSO URL をコピーして Web ブラウザーに貼り付け、プロンプトが表示されたら

SuccessFactors の認証情報を入力します。 

以上で操作は完了です。受講者は SuccessFactors OCN インスタンスを使用して LinkedIn

ラーニングのコンテンツおよびレポートにアクセスできるようになりました。 

SSO 認証が正常に機能している場合は、LinkedIn ラーニングにリダイレクトされます。状況

によっては、コースページにリダイレクトされる前に、LinkedIn の認証情報でログインするよ

うに求められることがあります。 

サポート 

SuccessFactors の統合に関するその他の資料については、 こちらをクリックしてください。 

お問い合わせ 

LinkedIn ラーニングの設定に関するご意見・ご質問については、専任のカスタマーサクセスマ

ネージャーにお問い合わせください。 

 

 

https://iwww.corp.linkedin.com/wiki/cf/pages/viewpage.action?pageId=220795090&preview=/220795090/226500738/SF_LRN_Impl_OCN%20(6).PDF#SuccessFactorsOCNInternalOverview&Troubleshooting-WhichlocalesdowesendtoSuccessFactors
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